
 

 

背景・課題 

・ 昔は常会ごとに新年会や花見などを行い、顔の

見える関係づくりができていたが、コロナ禍で活

動を自粛。町会や常会の必要な活動まで止めてし

まったことで、住民の町会離れを加速させている。 

・ 一度中断した町会行事の復活は、時がたてばた

つほどハードルが高くなるため、早めに手を打っ

ていく必要がある。 

 

経過・取組内容 

① 行事の復活・リニューアル 

・ 高齢者クラブ（Ｒ４年度に解散）が実施してい

た日帰りバス旅行を、Ｒ６年から町会の福祉事業

として引継ぎ実施。 

・ コロナ禍以降中止していた「常会対抗カラオケ

大会」は、Ｒ５年度から「町会カラオケ愛好者の

集い」として再出発した。 

・ 従来、会員のみを対象に実施していたグランド

ゴルフ大会を、常会対抗の大会に変更し、誰でも

参加できるものにした。 

② 町会イベントクーポン券の配布 

・ Ｒ４年度以降、コロナ禍の最中に町会に新規加

入した２７世帯に対し、Ｒ７年度に「町会イベン

トクーポン券」（世帯当たり年間２千円分）を配

布した。 

・ クーポン券は、夏まつりやカラオケ大会などの

町会行事の際に利用でき、行事への参加を促すこ

とを目的としたもの。 

③ 町会長特別補佐の任命 

・ Ｒ６年度末、若年層の町会参画を促すため、小

学生２名を「町会長特別補佐」に任命し、７年度

総会の際、手作りの缶バッジと委嘱状を手渡した。 

・ ２名のうち 1名は、夏まつりの司会進行と大声

大会の補助を担い、カラオケ大会にも参加してく

れた。また、もう 1名は、夏まつりのクイズラリー

の企画運営を担った。 

・ 小学生が出題するクイズやなぞ解きは、町会役

員会の際にも提供され、資料に入れて配布されて

いる。 

 

成果・今後の展望等 

・ 町会に対する関心が低下する中、現在に見合っ

た形で行事を復活させることで、新たな参加者の

獲得や世代を越えたコミュニケーションの機会が

生まれている。 

・ 夏まつりの際、実際にクーポン券を持った人が

来場するなど、町会活動への参加意識を高めるこ

とができた。 

・ 子どものときに町会と関わった経験は、将来の

糧になるため、町会長特別補佐の任命は、未来へ

の「種まき」 

 

【ポイント】 

▼ 既存の行事を現在に見合った形で再生 

▼ 若年層の参画機会を設けることで、未来の

担い手を育成 

 

 

 ３ 行事の廃止・統合、リニューアル 

事例３－６  

取組名 町会イベントクーポン券の配布等による町会の活性化 

町会名 寿白 川
ことぶきしらかわ

町会（寿地区） 

町会 

データ 

・人 口／1,634 人 

・世帯数／704 世帯 

・高齢化率／28.8％ 

・町会加入数／397 世帯 

・常会数／９常会 

・隣組数／44組 

取組概要 

○ コロナ禍で途絶えていた行事を復活・リ

ニューアル 

○ 「町会イベントクーポン券」の配布や

「町会長特別補佐」の任命など、独自のア

イデアで町会の活性化を図るもの。 
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町会イベントクーポン券の説明資料（寿白川町会総会資料より） 

町会役員会に提供された「謎とき」 

新規転入者に配布された「町会イベントクーポン券」 
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